
平成 16 年 4 月 

先 生 各 位 

 
 

細胞診検査依頼書・報告書の変更について 
 
 
謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わり厚く

お礼申し上げます。 

このたび、細胞診検査依頼書・報告書を変更させていただきますので、ご案内申し上げます。 

また、細胞診検査の診断精度向上を図るため、下記についてお願い申し上げます。 

 今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

敬白 

 

記 

 

《 ご 注 意 点》   １．細胞診検査のご依頼時には、患者様の臨床診断・臨床所見ならびに属性情報を 

必ずご記入下さい。（下記見本をご参照ください。） 

２．細胞診検査ご依頼時に、１枚の標本（スライドガラス）に対して１個の標本ケ

ースを用いて下さい。 

（同じ標本ケースにて２枚以上の標本を入れないで下さい。） 

 
 

《 理  由 》   １．患者様の臨床診断及び臨床所見ならびに属性情報がご記入されていない場合、 

病理組織検査または細胞診検査のご報告が出来ない場合があります。 

２．１個の標本ケースに２枚以上の標本（スライドガラス）が入っていますと、同

一患者様の標本であっても、スライドガラスが張り合わされて塗抹面の損傷ま

たはコンタミネーションにより正確な診断が出来ない場合が生じます。   
 
 

《 見  本 》 

 

太枠内 は漏れが
ないようにご記
入ください。 


